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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
 

煌
め
く
魂
の
旋
律

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
５
８
８
Ｅ

【
作
者
名
】

　
綾
瀬
リ
ン

【
あ
ら
す
じ
】

　
朝
比
奈
綾
音
は
音
楽
の
感
性
に
長
け
た
中
学
二
年
生
だ
っ
た
。
彼
女
は
あ
る

日
、
ひ
ょ
ん
な
事
か
ら
死
ん
で
し
ま
う
。
肉
体
を
抜
け
て
、
魂
と
な
っ
た
彼
女

は
今
ま
で
目
に
見
え
な
か
っ
た
霊
魂
達
の
存
在
を
目
の
当
た
り
に
す
る
・
・
・
。

残
さ
れ
た
大
切
な
人
達
を
悪
霊
か
ら
護
る
力
を
得
る
た
め
に
彼
女
は
「
死
神
」

を
目
指
す
こ
と
を
決
意
す
る
・
・
・
。
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ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
０
：
守
り
抜
く
決
意
（
前
書
き
）

こ
の
ハ
ナ
シ
は
久
保
帯
人
原
作
の
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
の
世
界
が
舞
台
で
す
。
オ
リ

ジ
ナ
ル
で
は
な
い
事
を
ご
了
承
下
さ
い
。
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ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
０
：
守
り
抜
く
決
意

「
人
は
死
ん
だ
ら
、
お
星
様
に
な
っ
て
、
大
切
な
人
を
天
国
か
ら
見
守
る
ん
だ

よ
。
」

そ
う
言
っ
て
た
の
は
ア
タ
シ
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
。

心
臓
に
病
気
持
っ
て
る
、
い
つ
で
も
コ
ロ
ッ
と
逝
っ
ち
ゃ
い
そ
う
な
・
・
・
・
・

・
・
。

そ
う
言
う
人
。

・
・
・
昔
は
そ
う
だ
と
思
っ
て
た
よ
。

尸
魂
界
に
来
る
ま
で
は
・
・
・
。

あ
の
な
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
人
は
死
ん
で
も
お
星
さ
ん
に
は
な
ら
な
い
ん
だ
っ
て

よ
。

天
国
か
ら
い
つ
で
も
見
守
っ
て
い
る
ほ
ど
の
暇
な
ん
か
無
い
の
よ
、
こ
れ
が
。

で
も
ね
ぇ
・
・
・
。
ア
タ
シ
、
決
め
た
ん
だ
。

父
ち
ゃ
ん
も
、
母
ち
ゃ
ん
も
、
光
太
郎
も
沙
智
子
も
・
・
・
・
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そ
し
て
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
・
・
・
・
約
束
す
る
よ
。

み
ん
な
守
っ
て
あ
げ
る
。

　
　
　
ア
タ
シ
、
「
死
神
」
に
な
っ
て
み
せ
る
か
ら
・
・
・
。
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ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
０
：
守
り
抜
く
決
意
（
後
書
き
）

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
１
　
ア
タ
シ
が
死
ん
だ
日

２
ヶ
月
前
。
ア
タ
シ
は
死
ん
じ
ゃ
っ
た
。

死
因
は
「
脳
溢
血
」
だ
そ
う
だ
。

ア
タ
シ
は
軽
音
楽
部
に
入
っ
て
い
て
・
・
・
ボ
ー
カ
ル
で
、
毎
日
歌
っ
て
た
。

本
当
に
楽
し
か
っ
た
。
校
内
ラ
イ
ブ
で
歌
っ
た
日
は
特
に
最
高
だ
っ
た
。

ア
タ
シ
の
歌
声
を
み
ん
な
が
聞
い
て
く
れ
た
。

来
て
く
れ
た
み
ん
な
が
盛
り
上
げ
て
く
れ
て
。

こ
ん
な
日
が
毎
日
続
い
て
く
れ
る
事
が
う
れ
し
く
て
。

た
だ
、
幸
せ
だ
っ
た
。

そ
れ
な
の
に
・
・
・
や
っ
ぱ
り
ア
タ
シ
に
は
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。

ど
う
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
。
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い
つ
も
通
り
に
部
活
動
を
開
始
し
て
・
・
・

そ
う
し
た
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
た
ち
が
乗
り
こ
ん
で
き
て
。

「
学
業
に
差
し
さ
わ
り
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
よ
り
軽
音
楽
部
を
強
制
廃
部
に
し

ま
す
。
」

そ
れ
だ
け
を
冷
た
く
言
い
放
っ
た
。

言
葉
の
意
味
が
分
か
ん
な
い
。

「
な
ん
で
だ
よ
！
？
ふ
、
ふ
ざ
け
ん
な
！
」

「
ウ
チ
ら
の
居
場
所
を
つ
ぶ
し
て
ど
う
す
る
つ
も
り
だ
よ
！
」

「
オ
メ
ー
ら
関
係
ね
ぇ
だ
ろ
ー
が
！
出
て
け
！
」

口
々
に
反
論
す
る
子
達
に
向
か
っ
て
生
活
指
導
の
金
井
が
叫
ぶ

「
う
る
さ
い
！
我
が
校
の
雰
陰
気
の
向
上
の
た
め
だ
！
お
前
ら
の
事
な
ん
て
い

ち
い
ち
考
え
て
ら
れ
る
か
！
」

ア
タ
シ
が
呆
然
と
し
て
い
る
間
に
、
先
生
達
と
、
役
員
達
が
楽
器
や
、
今
ま
で

作
っ
て
き
た
楽
譜
を
取
り
上
げ
に
や
っ
て
く
る
。
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み
ん
な
、
必
死
で
抵
抗
し
て
い
る
。

中
に
は
金
井
を
蹴
り
飛
ば
す
子
も
。

叫
ん
で
抵
抗
す
る
子
も
。

楽
譜
や
楽
器
を
護
る
子
も
い
た
。

で
も
、
大
人
達
は
抵
抗
す
る
子
達
を
押
さ
え
つ
け
て
は
、

ど
っ
か
へ
連
行
し
て
い
き
、

全
て
を
奪
い
去
っ
て
い
っ
た
。

―
―
気
づ
い
た
ん
だ
・
・
・
。

ア
タ
シ
、
呆
然
と
し
て
い
る
場
合
じ
ゃ
あ
な
い
・
・
・

軽
音
楽
部
を
・
・
・
。

楽
器
を
・
・
・
。
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楽
譜
を
・
・
・
。

―
―
―
部
員
達
を

な
か
ま

護
り
抜
く
ん
だ
っ
て
。

ま
もそ

う
考
え
た
次
の
瞬
間
か
ら
、

ア
タ
シ
は
後
ろ
で
勝
ち
誇
っ
た
笑
み
を
浮
か
べ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
飛
び
か
か
っ

て
い
っ
た
。

拳
に
あ
り
っ
た
け
の
力
と
怒
り
を
込
め
て
・
・
・
・

プ
ツ
ン
・
・
・

何
か
が
切
れ
る
音
。

暗
転
し
て
沈
ん
で
い
く
意
識
。

ぼ
や
け
て
行
く
周
り
の
景
色
。
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ア
タ
シ
が
最
後
に
聞
い
た
音
は

「
あ
、
綾
音
ッ
！
！
綾
音
！
！
」

と
い
う
、
今
に
も
泣
き
そ
う
な
声
。

ア
タ
シ
の
親
友
の
、
真
希
の
声
だ
っ
た
。
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ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
１
　
ア
タ
シ
が
死
ん
だ
日
（
後
書
き
）

更
新
が
遅
く
て
す
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
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ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
２
 

動
か
な
い
自
分

ア
タ
シ
の
意
識
が
戻
っ
た
。

息
苦
し
い
。
体
が
と
て
も
動
か
し
に
く
い
。

フ
ラ
フ
ラ
す
る
。

で
も
、
ず
っ
と
こ
ん
な
倒
れ
た
ま
ま
で
は
い
ら
れ
な
い
。

さ
っ
き
か
ら
、
大
人
も
中
学
生
も
関
係
な
し
に
ア
タ
シ
を
と
り
か
こ
ん
で
顔
を

覗
き
込
ん
で
る
。

「
朝
比
奈
！
オ
イ
、
朝
比
奈
・
・
・
・
！
？
」

「
綾
音
、
ね
ぇ
？
あ
、
あ
や
・
・
・
・
ね
・
・
・
！
？
」

み
ん
な
そ
ろ
い
も
そ
ろ
っ
て
顔
面
蒼
白
。

で
も
っ
て
、
な
ん
か
変
な
こ
と
や
っ
て
る
よ
。

ユ
ッ
サ
ユ
ッ
サ
と
肩
を
ゆ
ら
す
金
井
。
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「
Ａ
Ｅ
Ｄ
よ
！
早
く
、
持
っ
て
き
て
頂
戴
！
！
ほ
、
ほ
ら
ぁ
！
救
急
車
も
早
く

呼
び
な
さ
い
よ
ぉ
！
」

バ
カ
み
た
い
に
あ
わ
て
ふ
た
め
く
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
可
笑
し
い
。

へ
、
ざ
ま
～
み
ろ
！

で
も
、
し
ば
ら
く
す
る
と
本
当
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
来
た
。

ア
タ
シ
は
ち
ょ
っ
と
慌
て
て
無
事
だ
と
伝
え
よ
う
と
し
た
。

体
を
勢
い
よ
く
起
こ
す
。

体
が
ス
ッ
と
し
た
。

や
け
に
体
が
軽
い
。

勢
い
あ
ま
っ
て
そ
の
ま
ま
前
に
突
っ
込
む
。

「
っ
た
た
た
た
・
・
・
・
。
」

体
を
起
こ
し
て
後
ろ
を
振
り
返
る
。
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そ
こ
に
顔
面
蒼
白
で
倒
れ
て
い
る
小
柄
な
少
女
。

そ
れ
は
・
・
・
・
紛
れ
も
無
く

―
―
―
―
―
―
ア
タ
シ
自
身
だ
っ
た
。
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「
え
・
・
・
・
・
？
」

ど
う
・
・
・
な
っ
て
る
の
・
・
・
・
？

な
に
・
・
・
・
コ
レ
・
・
・
・
？

ア
タ
シ
は
、
今
。
動
か
な
い
自
分
を
見
下
ろ
し
て
い
る
・
・
・
・
。

倒
れ
て
い
る
の
が
ア
タ
シ
な
ら
、
ア
タ
シ
は
何
・
・
・
・
？

今
の
ア
タ
シ
が
ア
タ
シ
な
ら
、
そ
の
倒
れ
て
い
る
の
は
何
・
・
・
・
？

訳
が
わ
か
ら
ず
に
混
乱
し
て
、
た
だ
そ
こ
に
立
ち
す
く
ん
で
い
た
。

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
！
は
や
く
起
動
さ
せ
て
！
！
」

そ
こ
に
転
が
っ
て
る
ア
タ
シ
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
取
り
付
け
ら
れ
た
。
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そ
れ
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
。

「
３
、
２
、
１
・
・
・
・
！
！
」

ド
ン
ッ

転
が
っ
た
ア
タ
シ
に
は
・
・
・
反
応
・
・
・
無
し
。

今
い
る
ア
タ
シ
に
も
・
・
・
何
も
起
こ
ら
な
い
。

―
―
―
―
―
そ
う
か
・
・
・
や
っ
と
わ
か
っ
た
。

―
―
―
ま
さ
か
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
・
・
・
・
・
・
。



17

・
・
・
ア
タ
シ
、
今
本
当
に
幽
体
離
脱
し
て
る
・
・
・
・
？

要
す
る
に
・
・
・
今
の
ア
タ
シ
は

―
―
―
―
―
―
―
幽
霊
？
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ｅ
ｐ
ｉ
ｓ
ｏ
ｄ
ｅ
３
 

届
か
な
い
声

し
ば
ら
く
し
て

救
急
隊
が
到
着
し
て
、

動
か
な
い
ア
タ
シ
は
担
架
に
乗
せ
ら
れ
て
、
運
ば
れ
て
い
っ
た
・
・
・
・
。

「
綾
音
・
・
・
！
？
イ
ヤ
だ
・
・
・
死
な
な
い
で
よ
！
綾
音
！
！
ね
ぇ
！
？
綾

音
ッ
！
？
綾
音
！
！
」

真
希
が
酷
く
取
り
乱
し
て
る
。

い
つ
も
穏
や
か
で
や
さ
し
い
真
希
が
・
・
・
・
。

今
ま
で
真
希
に
連
れ
添
っ
て
き
た
中
で
、
こ
ん
な
に
取
り
乱
し
て
る
ト
コ
は
今
、

初
め
て
見
た
。
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「
待
っ
て
よ
真
希
・
・
！
？
ア
タ
シ
・
・
・
・
死
ん
だ
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
っ

て
ば
！
！
ア
タ
シ
は
ほ
ら
・
・
・
こ
こ
に
い
る
で
し
ょ
・
・
・
？
」

真
希
の
目
の
前
に
立
っ
た
の
に
・
・
・
―
―
―
―
。

こ
ん
な
に
も
必
死
に
叫
ん
で
る
の
に
・
・
・
―
―
―
―
。

真
希
も
、
金
井
も
、
部
員
の
皆
も
・
・
・
・

誰
一
人
と
し
て
ア
タ
シ
に
気
づ
か
な
い
。

ア
タ
シ
・
・
・
ア
タ
シ
は
・
・
・
・
ホ
ン
ト
に
・
・
・
・
・
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死
ん
じ
ゃ
っ
た
の
？

「
柏
木
、
落
ち
着
け
！
！
朝
比
奈
は
今
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
て
る
そ
う
だ
！

な
？
お
、
落
ち
着
け
よ
。
」

金
井
の
震
え
た
声
。
必
死
に
真
希
を
宥
め
て
る

な
だ

「
ふ
ざ
け
ん
な
！
綾
音
は
ア
ン
タ
達
の
せ
い
で
こ
ん
な
目
に
遭
っ
た
ん
だ
！
！
」

ギ
タ
ー
の
陸
が
叫
ぶ
。

「
ぅ
る
さ
い
！
！
黙
れ
黙
れ
黙
れ
ー
ッ
！
！
」

裏
返
っ
た
声
で
ギ
ャ
ー
ギ
ャ
ー
さ
わ
ぐ
金
井
。
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ね
ぇ
・
・
・
？
ア
タ
シ
、
本
当
に
ど
う
な
っ
て
る
の
？

ア
タ
シ
は
こ
こ
に
立
っ
て
い
て
、
み
ん
な
が
見
え
る
の
に
・
・
・
・
。

み
ん
な
は
ア
タ
シ
が
み
え
な
い
の
？

み
ん
な
に
見
え
る
の
は

担
架
に
乗
せ
ら
れ
て
救
急
車
に
運
ば
れ
て
い
っ
た

動
か
な
い
ア
タ
シ
だ
け
な
の
？

み
ん
な
・
・
・
違
う
よ
・
・
・
・
。

そ
れ
は
、
ア
タ
シ
じ
ゃ
な
い
！
！

み
ん
な
の
見
て
る
の
は
・
・
・
意
思
の
無
い
・
・
・
・
た
だ
の
・
・
・
・
。

―
―
―
―
―
―
ア
タ
シ
の
肉
体
・
・
・
・
？

カ
ラ
ダ
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「
あ
ぁ
・
・
・
ぁ
・
・
・
・
ぁ
あ
・
・
・
・
・
。
」

絶
望
に
満
ち
た
顔
を
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
フ
ラ
フ
ラ
と
し
た
足
取
り
で
音
楽

室
に
入
っ
て
き
た
。

「
会
長
さ
ん
よ
・
・
・
・
？
綾
音
は
・
・
・
・
ど
ー
な
っ
た
ん
だ
よ
？
」

ド
ラ
ム
の
仁
が
す
ご
み
の
あ
る
声
で
聞
く
。

じ
ん

「
朝
比
奈
綾
音
さ
ん
は
・
・
・
・
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
け
れ
ど
も
・
・
・
・
・
。

・
・
・
・
・
既
に
息
を
引
き
取
っ
て
い
た
っ
て
・
・
・
。
」
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う
そ
・
・
・
・
で
し
ょ
・
・
？

イ
ヤ
だ
よ
・
・
・
そ
ん
な
の
・
・
・
・
夢
で
し
ょ
・
・
・
？

ア
タ
シ
、
ち
ゃ
ん
と
こ
こ
に
い
る
よ
？

な
の
に
・
・
・

ど
う
し
て
・
・
・
？

ア
タ
シ
は
今
、
此
処
に
い
る
ん
だ
よ
・
・
・
？

こ
こ

嫌
だ
・
・
・
！
！

ア
タ
シ
・
・
・
死
ん
で
な
ん
か
な
い
よ
！
！

な
の
に
ど
う
し
て
・
・
・
？

ア
タ
シ
は
っ
・
・
・
・
！
！
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・
・
・
イ
ヤ
だ
よ
。

本
当
は
た
だ
の
タ
チ
の
悪
い
悪
夢
な
ん
で
し
ょ
・
・
・
？

悪
夢
な
ら
・
・
・
は
や
く
覚
め
て
よ
・
・
・
・
ッ
！
！

お
願
い
だ
か
ら
ッ
・
・
・
・
！
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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